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予算特別委員会のあらまし

予算特別委員会の主な意見・要望

　議員全員で構成する予算特別委員会（委員長：江上しほり、副委員長：大野哲也）を設置し、
新年度の各会計予算及び条例議案等について、３月11日から18日までの実質６日間で審査を行い
ました。
　委員会では、空き家・空地対策、子ども・子育て支援や施設・機器等の整備・改修、交通安全・
防災・防犯対策等の取組など多種多様な面から活発な議論が交わされました。
　予算特別委員会における審査の結果については、委員長報告書にまとめ、３月24日の本会議に
おいて、全ての予算議案及び条例議案を可決し、令和８年度における一般会計予算の総額は624
億4,000万円となりました。

◆老 朽 危 険 家 屋 等 除 却 促 進
　事 業 費 補 助
　毎年度予算が不足し補正予
算 を 編 成 し て い る こ と に 加
え、周辺に与える安全面や衛
生面への影響や景観上の観点
から、補助対象となった家屋
等には速やかに対応できるよ
う十分な予算を確保してほしい。

◆結婚支援
　結婚を望む人に結婚できる
環境をつくることを望む声が
多くあり、その取組を進める
ことが結婚を望む当事者のみ
ならず、親などの幅広い世代
への支援にもつながることか
ら、積極的に推進してほしい。

◆総合評価方式における低入札
　価格調査限度価格
　 同 調 査 基 準 額 に0.95を 乗
じた額としているが、建設業
が災害時の地域の守り手であ
ることや、担い手不足が深刻
化していることを踏まえ、県
や他都市並みへの引上げを早
期に実施してほしい。

◆有害鳥獣対策
　ＩＣＴを活用したわなの見
回りシステム等を導入するこ
とにより、猟友会が毎日行っ
ているわなの見回り等の負担
軽減につながることから、引
き続き、ＩＣＴ活用を含めた
方法を検討してほしい。

◆地域の防災力強化
　高潮浸水想定区域が示され
る中、地域によって想定され
る災害や被害が異なることか
ら、地域ごとの具体的な取組
を進めてほしい。

◆新規就農施設整備事業
　高額収益が見込める作物だ
けではなく、中高年齢者への
支援や、耕作放棄地を減らす
ような補助の検討を行い、農
地保全をしてほしい。

◆学校給食費負担軽減事業
　給食費が無償化されるもの
の、様々な事情で給食を利用
していない児童生徒もいるこ
とから、制度の公平性を踏ま
え、給食を利用していない児
童生徒への給食費相当額の給
付を検討してほしい。

◆おおむた「大蛇山」まつり
　持続化補助
　３年前よりも補助額が減少
していることから、実行委員
会と連携し、収支の改善や新
たな財源の確保に努めてほしい。

◆文化会館
　高齢者にとって小ホールや
大 ホ ー ル の 舞 台 へ の 昇 降 階
段は危険であることから、安
心・安全な施設提供の一環と
して、常設または取り外し式
の手すりを設置してほしい。

◆官民連携まちなか再生推進事業
　まちなか全体の再生を目指
し、目配り・気配りをしなが
ら、まちなか全体がにぎわう
よう、バランスの取れた予算
配分に取り組んでほしい。

◆防犯カメラ設置補助事業
　カメラの設置が防犯・犯罪
抑止に寄与するものの、個人
のプライバシーや肖像権への
十分な配慮が必要であること
から、地域住民の理解と協力
の下、安心・安全なまちづく
りを進めてほしい。

◆体育館空調設備設置事業
　体育館は避難所にもなるこ
とから、非常時の電源確保等
の諸課題を整理し、災害時の
設備復旧に要する時間が可能
な限り短くなるよう防災危機
管理室と協議した上で進めて
ほしい。

◆水洗化促進キャンペーン事業
　５年間の合併処理浄化槽へ
の切替え目標をクリアしたこ
とで、キャンペーンの効果が
表れていることから、令和９
年度以降も効果的な事業の展
開を図ってほしい。
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本 会 議 運 営 の あ ら ま し

■令和８年度一般会計予
算など可決

２月・３月議会

　令和７年度２・３月議会は、

２月24日に招集され、３月24

日までの29日間の会期で運営

されました。

　審議した議案等は、令和７

年度分については、専決処分

に関する議案１件、各会計の

補正予算等の議案７件、手数

料条例の一部を改正する条例

議案１件、手鎌学童保育所等

の指定管理者の指定の期間を

変更する議案11件、請負契約

に関する議案１件、宅地建物

調停申立事件の合意に関する

議案１件の計22件でした。

　 令 和 ８ 年 度 分 に つ い て は、

令和８年度の当初予算の議案

７件、職員等の旅費に関する

条例の一部を改正する条例な

どの条例議案６件、その他の

議案２件及び報告２件の計17

件でした。

　本 会 議 で は 令 和 ８ 年 度 方

針などの諸課題に10人の議員

が登壇し、市長をはじめ当局

に質問しました。また、新年

度各会計予算や条例議案、報

告の17件は、予算特別委員会

に付託し、審査を行いました。

　本会議最終日までに、固定

資産評価審査委員会委員の選

任など６件、意見書案などの

発議５件を含み、承認、可決、

同意、異義なき旨答申して本

会議を閉会しました。

省エネ家電製品買換促進
事業の実施について

【総務委員会】
　２月18日の委員会で、省
エネ家電製品買換促進事業
の実施について説明を受け
ました。
　2050年までに二酸化炭素
排出量を実質ゼロにする「ゼ
ロカーボンシティおおむた」
の実現に向けて行う事業の
一つで、市内の販売店で買
い換えた家電製品、かつ、
省エネ性マークの色が緑色
であるなどが補助の要件と
なっており、令和８年５月
より、交付申請書の受付が
始まる予定です。

子育て支援等の新規・拡充
の取組について
【市民教育厚生委員会】

　２月19日の委員会で、子
育て支援の新規・拡充の取
組について、説明を受けま
した。
　新年度より、小・中学校
の給食費無償化、こども誰
でも通園制度、子育て世代
訪問支援事業及び若者のラ
イフデザイン支援が実施さ
れるとともに、夏休み小学
生預かり事業では利用者数
の拡充が、ファミリー・サ
ポート・センター事業では
利用者負担の軽減が行われ
る予定です。

まちなかの再生・活性化
について
【都市経済委員会】

　２月20日の委員会で、官
民連携まちなか再生推進事
業の今後の予定として、Ｕ
ＤＣおおむたによる大牟田
駅周辺エリアの活性化に向
けた、大牟田駅西口におけ
るＪＲ貨物線路跡地を活用
した事業に取り組む旨の説
明を受けました。
　今後、ＵＤＣおおむたと
連携して本事業を推進する
ため、同跡地の一部を借用
するとともに、安全確保の
ためのフェンス等が整備さ
れる予定です。

議会日誌（１月～３月）

【１月】  ８日　各派代表者会、市民教育厚生委員会
14日　広報広聴委員会広聴部会
15日　広報広聴委員会広報部会
23日　広報広聴委員会、各派代表者会、
         議会運営委員会

【２月】  ９日　各派代表者会
17日　各派代表者会、議会運営委員会、全員協議会
18日　総務委員会
19日　市民教育厚生委員会
20日　都市経済委員会
24日　本会議〔開会〕、政策等調整委員会、
　 　　広報広聴委員会広報部会

【３月】  ３日　本会議〔質疑質問〕
４日　本会議〔質疑質問〕
５日　本会議〔質疑質問〕
６日　本会議〔質疑質問〕、予算特別委員会
９日　総務委員会、市民教育厚生委員会、
        都市経済委員会、広報広聴委員会広聴部会

11日　各派代表者会、議会運営委員会、
　　　本会議〔補正関係議案採決〕、予算特別委員会
12日　予算特別委員会
13日　予算特別委員会
16日　予算特別委員会
17日　予算特別委員会
18日　予算特別委員会、請願等調整委員会、
         予算特別委員会起草委員会
24日　予算特別委員会起草委員会、各派代表者会、
         議会運営委員会、
         本会議〔新年度関係議案等採決、閉会〕、
         広報広聴委員会広報部会、広報広聴委員会、
         広報広聴委員会広聴部会

ぎかいの話題
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物価高の今、市民生活をどう守るか物価高の今、市民生活をどう守るか

市長の政治姿勢を問う
令和８年度予算における

重点・優先順位

　　物価高騰が続く中、令和

８年度予算は「市民生活応援

予 算 」 と 位 置 づ け て い る が、

本市財政は厳しい状況にある。

人口減少対策も含め、どの分

野を優先し市政を進めていく

のか、市長の考えは。

　　 若 者 雇 用 や 子 育 て 支 援、

まちなか再生を進め、物価高

騰対策を重点に市民生活と事

業者経営への支援に取り組む。

　　市民生活支援を強化する

ための財政の持続性をどう確

保し、人口減少対策にどう反

映したのか。市長の考えは。

　　若者の雇用創出や子育て

支援の充実が必要であり、国

の交付金等を最大限活用して、

事 業 の 選 択 と 集 中、 効 率 的、

効果的な財政運営に取り組む。

　　　　施策の効果検証と重

点化を進め、市民生活支援と

財政の持続性の両立を図る市

政運営を要望する。

庁舎整備事業

　　庁舎整備への２件の議会

への陳情について、市民の不

安に対する市長の受け止めは。

　　建設費高騰を踏まえ、床

面積を精査して事業費削減に

努める。また、本館は機能性、

経済性の観点から、庁舎とし

ての継続使用は困難。

　　新庁舎完成後の本庁舎の

扱いと財政見通しの見解は。

　　本庁舎は庁舎として使用

せず、将来の利活用を検討す

る。総事業費や財源、市債等

は、基本計画素案段階で示す。

　　建設費高騰を踏まえ、総

事業費の管理や庁舎規模の見

直しについて見解は。

　　建設費の上限設定は困難

だが、ＤＸ化、コンパクトで

機能的なものにし、床面積削

減を図り、規模縮減に努める。

　　 既 存 施 設 で あ る 旧 労 働

福祉会館の活用による新庁舎

の規模縮減についての見解は。

　　耐震性や老朽化によるコ

スト面から継続利用は困難。

まちなかの活性化

　　２年間のまちなか活性化

推進室と政策監の成果・実績

を市長はどう総括しているか。

　　ＵＤＣおおむた ※設立や

新栄町駅前再開発事業の具体

的協議の開始など、まちなか

再生の基盤づくりが進んだ。

　　まちなか活性化推進室を

市長直下から見直した理由は。

　　 事 業 が 実 行 段 階 に 入 り、

企業誘致や商業振興と一体的

に進める必要があるため。

　　新栄町駅前再開発事業で

の公的整備や補助金の活用な

どの市の関与の在り方は。

　　国の補助金の交付や公共

施設整備に係る負担金の支出

により事業推進を図る。

教育行政

　　中学校再編で得られた教

育的成果と課題は。

　　白銀・御木中では、交友

関係の広がりや授業・部活動

の活性化などが見られた一方、

旧田隈中では、仮校舎使用へ

の不満などの課題もあった。

　　「桜花中学校」に込めた思

いと平和教育への考えは。 

　　生徒の個性を尊重しつつ、

歴史的事実にも向き合い、平

和教育を実践していく。

　　小学校再編や適正規模・

適正配置をどう進めるのか。

　　国の基準である 12 ～ 18 学

級を基本として、通学距離や

安全面に配慮し、地域や保護

者の意見を踏まえ策定する。

　　体育館空調と給食費無償

化の見通しは。

　　空調は令和８～ 10 年度に

整備を進める。給食費は国の

交付金等を活用して無償化を

実施し、継続は今後判断する。

　　　　学校再編や小中一貫

教育、義務教育学校は教育的

効 果 と 地 域 と の 調 和 を 図 り、

持続可能な形で推進し、給食

費負担軽減の継続を要望する。

自由民主党市議団

江上　しほり　議員

代表質問

新栄町駅前地区市街地再開発
準備組合理事会作成（2026.1月時点）

※ UDC おおむた：まちなかの魅力創出及び活力の維持向上を目的とする「大牟田まちなか再生未来ビジョン」を推進するために
　　　　　　　　設立された公・民・学連携の組織
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令和８年度の市の方針と主要な事業の特徴令和８年度の市の方針と主要な事業の特徴

令和８年度の市の方針と

主要な事業の特徴

　　関市長は、令和８年度の

市の方針として三つのまちづ

くりによる好循環を生み出す

ことで、将来を担う子供たち

が、この豊かな大牟田で安心

して仕事をしながら生活でき

るようなまちを目指され、ま

ちなか再生による活性化や災

害 に 強 い ま ち づ く り に よ り、

安心・安全に生活ができ、市

内外の方にとって魅力的なま

ちの実現に向けて取り組むこ

ととされている。

　そこで、令和８年度の市の

方針と主要な事業の特徴につ

いて、お聞きしたい。

　　 喫 緊 の 課 題 で あ る 物 価

高騰への対応をはじめ、令和

８年度の主な事業として、企

業誘致や新たな産業団地の整

備に向けた取組、及び小・中

学 校 の 体 育 館 へ の 空 調 設 備

の設置などにも取り組んでい

く。　

まちなか活性化推進室に
ついて組織機構の見直しを

行う目的

　　市長直近下位の組織とし

て、令和６年４月に設置した

まちなか活性化推進室につい

て、組織機構の見直しが行わ

れ、令和８年４月から産業経

済部の部内室へ位置づけを変

更するとのことだが、組織機

構の見直しを行う目的は。

　　 こ れ ま で の ま ち な か 再

生に向けた方向性の検討や、

組織体制の構築といった基礎

づくりの段階から具体的な事

業の実行段階へと、次のフェ

ー ズ に 移 行 し た と 捉 え て い

る。産業経済部に位置づけを

変更することで、まちなか活

性化推進室の体制をさらに強

化するとともに、企業誘致や

商業振興などの取組と一体的

なマネジメントの下で、事業

を進めていきたい。

新学校名案「桜花」を

決定されるまでのプロセス

　　 教 育 委 員 会 は 令 和 ９ 年

４月に開校する市立中学校名

案 を「 桜 花 」 に 決 定 さ れ た。

そ こ で、 新 学 校 名 案「 桜 花 」

を答申されるまでのプロセス

を聞きたい。

　　 白 光・ 甘 木 中 学 校 再 編

協議会では、教育委員会から

の諮問を受け、校名案アンケ

ートを実施することを決定。

第６回再編協議会で、３案に

絞り込まれ、第７回再編協議

会で、桜花中学校を校名案と

することが決定された。こう

した経過を経て、令和７年 12

月８ 日 に 教 育 委 員 会 に 対 し、

新学校名案「桜花」の答申が

行われた。

今後の平和教育

　　 新 し い 市 立 中 学 校 名 を

「 桜 花 」 に 決 定 さ れ る 過 程

で、平和教育の大切さを改め

て 考 え さ せ ら れ た こ と と 思

う。そうした中、歴史に真正

面から向き合い、かつて、若

い尊い命が「桜花」の名の下

に失われた悲しい歴史を記憶

に刻み、風化させないための

平和教育を行っていくのかが

問われている。

　そこで、今後の平和教育に

ついて聞きたい。

　　桜花の校名を通じて、平

和の尊さを学ぶ教育の実践と

戦 争 の 悲 惨 さ を 記 憶 に 刻 み、

１人１人が大切にされる民主

的な社会を築いていく。その

強い意志を育む平和教育の充

実に努めていく。

　　　　 新 学 校 名 案「 桜 花 」

は、太平洋戦争末期に人間爆

弾とも称された実際の兵器名

である。

　 二 度 と こ の よ う な 悲 惨 な

ことを起こさないためにも、

戦 争 を 知 ら な い 子 供 た ち に、

太平洋戦争の現状や平和の尊

さを含めた平和教育を実践し

ていただくことを強く要望す

る。

民主・護憲クラブ

森田　義孝　議員

代表質問
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誰もが安心して住み続けられる魅力的なまち大牟田をめざして誰もが安心して住み続けられる魅力的なまち大牟田をめざして

物価高騰対策を万全に行い、
市民生活の不安解消を

　　物価高騰対策に対する市

長の考えは。

　　物価高騰対策は、喫緊の

課題であり、国の総合経済対

策の補正予算を最大限に活用

して、おおむたくらし応援券

や プ レ ミ ア ム 商 品 券 の 発 行、

国が進める小学校等の給食費

の無償化に加えて、本市独自

の支援としての中学校等の給

食費の無償化などを行うこと

としている。今後も、物価高

騰の状況を見ながら適切に対

応していきたい。

地域企業への就業促進と

移住定住促進の取組を

　　本市で労働需給データの

活用はしているか。

　　本市では、ハローワーク

大牟田で取りまとめられてい

る雇用失業情勢で、有効求人

倍 率 や 職 業 別 の 有 効 求 人 数、

有効求職者数など、管内の労

働需給状況を把握している。

　さらに、市内の高校や有明

高専、帝京大学を毎年訪問し

て、学校長や進路指導教諭に

学生の就職状況や希望業種な

どのヒアリングを行うととも

に、卒業生の市内就職者数の

状況等の資料も提供いただい

ている。このほか、合同説明

会や情報交換会などの機会を

捉えて、企業や学校の担当者

と情報交換等も行っている。　　

　 こ う し た 情 報 や ニ ー ズ を

踏まえながら、地元企業の就

職促進に係る事業に取り組ん

でいる。

　　地域企業への就業促進と、

移住定住促進の取組を進めて

いく上での市長の意気込みは。

　　本市の喫緊の課題である

人口減少に対応していくため

には、次世代を育む若い世代

の増加に向けて、子育てや教

育環境を充実させ、若者が安

心して働ける雇用の場を増や

していくことが必要と考えて

いる。このため、若い世代の

地元企業への就業促進と移住

定住の促進は大変重要である

と認識している。

　特に、令和８年度は新たに

地方就職学生支援制度を導入

することとしており、この制

度も活用しながら、首都圏か

らの若者の移住も促したいと

考えている。

　 今 後 と も、 地 元 へ の 就 職、

そ し て、 移 住 定 住 の 促 進 に

しっかり取り組んでいく。

５歳児健診の実施で安心して

就学を迎えられる環境を

　　５歳児健康診査の実施内

容は。

　　小児医療機関で、専門的

な視点から診察を行い、その

結果、要支援等となった子供

に対する相談会を月１回開催

する。

　相談会では、小児科医、心

理士、保健師、教育委員会な

どの多職種による相談対応、

情報共有を行いながら、支援

内容を検討し、必要に応じて

言葉と心の相談などの相談事

業や療育支援施設等の利用案

内など、個々の状況に応じた

支援につなげていく。

中学校給食費も

継続的に無償化へ

　　小学校給食費の無償化に

加えて、市独自に行う中学校

と特別支援学校中学部と高等

部の給食費の無償化を今後継

続するための財源は。

　　令和８年度の中学校給食

費については、国の重点支援

地方交付金を活用し、無償化

を実施する予定としている。　

　 令 和 ９ 年 度 以 降 に つ い て

は、重点支援地方交付金の交

付状況や国における中学校給

食費の無償化に関する動向等

を注視しながら、本市の財政

状況も踏まえ、十分に協議・

調整を行い方針を決定したい。

　　　　 給 食 費 の 無 償 化 は、

国が責任を持ってやるべきと

考える。中学校に関しても国

費で取り組むよう国に対して

要望してもらいたい。

代表質問

公明党議員団

大野　哲也　議員
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第７次総合計画の人口目標
（令和15年で10万人維持）と

対策について

　　令和８年１月１日時点で

の人口は10万2,763人。今後ど

のように取り組んでいくのか。

　　令和９年中に10万人を下

回る可能性もあるが、国が進

める子ども・子育て政策の抜

インクルーシブ

条例について

　　市長の考えを伺いたい。

　　インクルーシブという概

念は、まちづくりを進める上

で大切な考えである。本市で

は、子供から大人まで誰もが

集える場所や、保育環境が整

市長の政治姿勢について

市長の平和への思い

　　現在の世界情勢を見ると、

平和の大切さを感じる。市長

の平和への思いを聞きたい。

　　近年、世界各地において、

武力による衝突や緊張が続き、

国際情勢は不安定さを増して

自由民主党市議団

森　遵 議員

民主・護憲クラブ

古庄 和秀 議員

公明党議員団

平山 伸二 議員

一般質問

本的強化や経済の持続的成長、

地域経済の活性化に適切に対

応しながら、本市独自の取組

も進め、可能な限り人口減少

を抑制したい。

　　大手事業所をはじめとし

た既存企業の投資・事業拡大

支援の取組について伺う。

　　県の地域未来投資促進基

本計画やグリーンアジア国際

戦略総合特区を活用し、県と

ともに成長産業などの投資促

進に向けた取組を進めている。

　　昨年締結した帝京大学と

の包括連携協定の進捗状況は。

う中、ようやくインクルーシ

ブ の 概 念 が 広 ま り つ つ あ る。

今後条例の必要性も含め、市

民の皆様とともに考えていく。

市庁舎整備について

　　熊本地震を契機に耐震診

断が行われ、庁舎整備が始ま

った。後戻りしない整備が必

要だが、市長の考えは。

　　私の重要な責務であると

認識する。これまで積み重ね

てきた検討の成果を確実に次

のステップへつなげ、丁寧か

おり、平和が決して当たり前

のものでないことを改めて認

識する。日本国憲法に掲げる

恒久平和は、私たち人類の共

通の願いであり、武力による

威嚇または武力行使は絶対に

あってはならないものである。

また、戦争のない平和な日本

の中で、戦後の復興、繁栄に

結びつき、現在の豊かな社会

がつくられたものと考える。

　 こ の 平 和 な ふ る さ と を 懸

命に築いてこられた先人たち

の 強 い 思 い を 深 く 心 に 刻 み、

再び戦争の惨禍が繰り返され

　　 具 体 的 な 取 組 と し て は、

帝京大学のオープンキャンパ

スや学園祭のＰＲ等への協力、

市が開催したおおむた健康フ

ェアや産業フェスタ等に大学

として出展いただいている。

　　　　学生の確保につなが

る事業にも取り組まれたい。

　　大牟田港緑地運動公園の

老朽化対策の進捗と予定は。

　　県に対し、令和６年７月

に補修・改修等の要望書を提

出した。県では、公園の全体

施設補修計画のもと、園内各

施設の改修等に取り組む予定。

つ迅速に、着実に進めていく。

　　分かりやすく信頼関係を

築くために説明会が必要だが。

　　新庁舎の概要や事業費の

見通しなどがまとまった段階

で、説明会の開催も含め、広

く市民に内容を周知し、私が

直接、意見を伺いたい。

市長公約の中心市街地

活性化について

　　市長の決意を伺いたい。

　　本市の顔ともいえるまち

なかの再生、活性化にしっか

りと継続して取り組んでいく。

ることのないよう、そしてこ

れからも安心して心豊かに暮

らすことができるよう、戦争

の悲惨さと平和の大切さをし

っかりと次の世代に伝え続け

ていきたいと考えている。

　　　　日本が戦争に巻き込

まれたら大変なことになるた

め、政府・与野党の全ての国

会議員の方々は総力を挙げて

戦 争 に 巻 き 込 ま れ な い 判 断、

外交、情報の発信に最大の注

意で取り組んでほしい。また、

市長の気持ちをこれからも市

民の皆様に伝えてほしい。
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本市における教育の

展望や小学校再編

　　令和８年度に庁内で全市

的な小学校再編に伴う諸課題

の整理を行うとあるが内容は。

　　検討組織は教育委員会事

務局、市民協働部、保健福祉

部、 都 市 整 備 部 な ど を 予 定。

水不足対策について

　　少雨の影響で水不足が心

配されるが、取水制限、給水

制限などの当局の考えは。

　　予備水源や自己水源を運

用しているため、今のところ

は減圧給水などの予定はない。

地域おこし協力隊による

コミュニティー支援を

　　 兵 庫 県 丹 波 篠 山 市 で は、

地域おこし協力隊員をまちづ

くり協議会に配属し、地域と

行政の橋渡し役として活動す

る仕組みをつくることで、担

い手不足解消につなげている。

自由民主党市議団　

森　竜子 議員

民主・護憲クラブ

松尾 哲也 議員

無所属

山田 貴正 議員

教 育 環 境 の 整 備 は も ち ろ ん、

地域コミュニティーの在り方

や学童保育所の運営、スクー

ルバスの導入を含めた通学方

法、学校跡地の活用など様々

な観点から検討を行う。

　　小学校再編計画の10年の

間に、御木中以外の中学校は

小規模または過小規模になる。

　 小学校の再編に併せ、中学

校のさらなる再編も必要では。

　　将来にわたって適正な学

校規模を維持できるよう中学

校再編も必要に応じ検討する。

　　松原中は小中一貫教育の

しかし、今後、厳しくなるこ

とを想定し、市民に節水の協

力をお願いしている。

スポーツの振興について

　　大牟田港緑地運動公園は

昭和63年に福岡県の港湾施設

として造られ、老朽化が進ん

でいるが現状認識と対策は。

　　老朽化が著しくトイレの

改 修 は 急 務 で、 修 繕 箇 所 も

年々増加傾向にあると認識し

ている。また、県に各施設の

全面改修も含めた要望書を提

　本市でも、地域活動の支援

策として導入する考えは。

　　他自治体の地域活動支援

における成果や、本市で導入

した場合の活用方法について

は、今後、調査研究したい。

　　　　コミュニティーの維

持はまちづくりの根幹である

ことから、制度の活用を含め

た実効性のある、一歩踏み込

んだ対応を要望する。

市内の生活交通確保に

向けた支援について

　　移動手段の確保が困難な

中核的施設となる義務教育学

校とするため再編を見送った

影響もあり、13年度に６クラ

スとなる見込み。小規模化は

待ってくれないが、見解は。

　　小学校の再編、義務教育

学校の設置検討など並行し全

体を見ながら計画策定を行う。

　　　　１年でも早く義務教

育学校の開校ができるよう手

法をしっかり検討されたい。

　　学校施設や敷地内の安全

確保は喫緊の課題だが。

　　教育委員会と十分連携し、

必要な予算措置に努める。

出している。補助金等の活用

も視野に入れながら、改修等

に取り組むと聞いている。

保育園の

あるべき姿について

　　保育士不足が心配される

中、配置基準の見直しを含め

た当局の考えは。

　　保育の質の向上を図るた

め、配置基準のさらなる改善

が必要と考え、国に要望して

いる。併せて、保育士の雇用・

育成や処遇改善、これらに必

要な財源支援も要望している。

地域への、生活交通導入に向

けた市の展開は。

　　公共交通空白地域を対象

に、既存交通との競合回避等

を要件としてバス等の運行を

支援している。今後も地域ニ

ーズを聞きながら実証実験を

行い、移動手段の導入を支援

していく。

　　　　住民ドライバーの高

齢化による担い手不足が深刻。

他市の先進事例も参考に、市

職員や協力隊の活用など、持

続可能な運行に向けた直接的

な確保策を検討してほしい。

一般質問
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介護の厳しい実態の認識と

対策を

　　介護保険制度が開始され

て25年経過したが、給付を減

らし、利用者負担を増やす制

度改悪が重ねられた結果、経

済的な事情によりサービスを

利用できないケースが後を絶

無所属

北岡 あや 議員

たない。今や、利用者にとっ

ては必要なサービスが受けら

れない、事業者にとっては必

要なサービスを提供できない

といった機能不全に陥ってい

るが、現状の認識は。

　　介護人材確保の問題はあ

るが、給付費や利用者数は増

加しているため、必要なサー

ビスは提供されていると認識

している。

　　訪問介護報酬の引下げは、

在 宅 生 活 の 柱 を 揺 る が す 事

態。引下げによる影響は。

　　訪問介護事業所数やサー

ビス提供件数などは増加して

おり、今後も現状の把握に努

めていきたい。

　　令和７年度から取り組ま

れている介護職員資格取得等

支援事業費補助の実績は。

　　２月末時点で27名に対し

て補助金の交付を行っている。

　　介護報酬の底上げや、公

費負担割合の引上げを国に求

めるべきでは。

　　市長会を通じて、引き続

き国へ要望等を行いたい。

　　　　保険者としての責任

を果たされたい。

　 前 号（235号 ） で お 知 ら せ し て い た、

令和７年度議会報告会・広聴会、意見交

換会でいただいた、様々な意見・要望に

ついては、令和８年２月２日に市長へ提

出し、回答を求めていました。

　これに対し、令和８年２月17日付で市

長から文書による回答がありました。

一般質問

行政視察受入実績行政視察受入実績

議会報告会でいただいた市民意見への市長の回答議会報告会でいただいた市民意見への市長の回答

行政視察受入（１月～３月）

月 日 都道府県 団体名 視　察　項　目

１

15 埼玉県 新座市議会 ・防災リアルタイム情報

16 岐阜県 関 市 議 会 ・空き家対策事業

20 山形県 山形市議会
・大牟田ＥＳＤ（持続可能な開発のための

教育）推進事業

21 大分県 中津市議会 ・大牟田・荒尾清掃施設

22 静岡県 伊東市議会 ・ＳＤＧｓ／ＥＳＤ推進事業

28 鳥取県 倉吉市議会 ・プラスチックごみ分別収集事業

２ 3 島根県 出雲市議会 ・認知症に関する取組

インフォメーション

■次の定例会は６月です
　詳細については、議会事務

局（41-2800）までお問い合

わせください。また、ホーム

ページでもお知らせします。

　スマートフォン
等でも議会中継（生
中継・録画中継）
が視聴できます。

市長へ提出した意見・要望の内容は、

ホームページで確認できます。

QRコードから　⇒

9おおむた市議会だより　第 236号



議案等の審議結果

■編　集　広報広聴委員会広報部会
　【委員長】山田修司　【副委員長】江上しほり
　【委　員】森遵　古庄和秀　　
■発　行　大牟田市議会
　〒 836-8666　福岡県大牟田市有明町２丁目３番地
　TEL  0944-41-2800　FAX  0944-41-2880
   E-mail e-gikaijimu01@city.omuta.fukuoka.jp
■印　刷　株式会社　江﨑印刷所

　雨が少なく、水不足が気になりますが、三池初市、街な
かさわやかフェスタ、産業フェスタ、ありあけフェスタ、
３３９おおむたアリーナ駐車場・芝生広場落成式などの３
月の大きな行事は穏やかな天候に恵まれ、多くの人出でに
ぎわいました。
　今後、本市では官民連携によるまちなか再生の取組が本
格化します。かつてのにぎわいがあり、活気あふれるまち
なかが再生することを切に願います。（F）

自由民主党市議団 民主・護憲クラブ 公明党議員団 無所属
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議案 第77号
大牟田市手数料条例の一部を改正する条例
の制定について

○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 20 多数可決

議案 第91号 令和８年度大牟田市一般会計予算 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 20 多数可決

議案 第92号 令和８年度大牟田市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 20 多数可決

議案 第93号 令和８年度大牟田市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 20 多数可決

議案 第94号 令和８年度大牟田市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 20 多数可決

議案 第96号 令和８年度大牟田市水道事業会計予算 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 20 多数可決

議案 第97号 令和８年度大牟田市公共下水道事業会計予算 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 20 多数可決

議案 第101号
大牟田市介護保険条例の一部を改正する条
例の制定について

○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 20 多数可決

議案 第102号
大牟田市立中学校設置条例の一部を改正す
る条例の制定について

○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 18 多数可決

発議 第22号 非核三原則の堅持を求める意見書 × × × － × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 13 多数可決

発議 第23号 米国とイスラエルによるイラン攻撃に関する意見書 × × × － × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 13 多数可決

発議 第24号 奨学金返済の負担軽減策を求める意見書 × × × － × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 13 多数可決

発議 第25号
地域公共交通の維持・確保に向けた環境整
備を求める意見書

× × × － × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 13 多数可決

■大牟田市議会では、採決に起立採決を採用しています。起立採決は、議長が議案等に賛成の意思のある議員に起立を求めます。一覧表については、起立した
議員を○と表記し、それ以外の議員を×と表記しています。また、空白は欠席または表決の棄権を表します。なお、議長は採決に加わることができません。

議　案　等　名

議　員　名

下記議案等については全員賛成で承認、可決、同意、異議なき旨答申。

議案 第69号
専決処分について

（令和７年度大牟田市一般会計補正予算）

議案 第70号 令和７年度大牟田市一般会計補正予算

議案 第71号 令和７年度大牟田市国民健康保険特別会計補正予算

議案 第72号 令和７年度大牟田市介護保険特別会計補正予算

議案 第73号 令和７年度大牟田市後期高齢者医療特別会計補正予算

議案 第74号 令和７年度大牟田市病院事業債管理特別会計補正予算

議案 第75号 令和７年度大牟田市水道事業会計補正予算

議案 第76号 令和７年度大牟田市公共下水道事業会計補正予算

議案 第78号
指定管理者の指定の一部変更について

（手鎌学童保育所）

議案 第79号
指定管理者の指定の一部変更について

（明治学童保育所）

議案 第80号
指定管理者の指定の一部変更について

（三池学童保育所）

議案 第81号
指定管理者の指定の一部変更について

（高取学童保育所）

議案 第82号
指定管理者の指定の一部変更について

（中友学童保育所）

議案 第83号
指定管理者の指定の一部変更について

（みなと学童保育所）

議案 第84号
指定管理者の指定の一部変更について

（白川学童保育所）

議案 第85号
指定管理者の指定の一部変更について

（銀水第１学童保育所）

議案 第86号
指定管理者の指定の一部変更について

（吉野学童保育所）

議案 第87号
指定管理者の指定の一部変更について

（大正学童保育所）

議案 第88号
指定管理者の指定の一部変更について

（銀水第２学童保育所）

議案 第89号 請負契約の締結について

議案 第90号 宅地建物調停申立事件の合意について

議案 第95号 令和８年度大牟田市病院事業債管理特別会計予算

議案 第98号
大牟田市事務分掌条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

議案 第99号
大牟田市職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

議案 第100号
大牟田市営住宅条例の一部を改正する条例の制定につい
て

議案 第103号
大牟田市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

議案 第104号
地方独立行政法人大牟田市立病院第５期中期計画の認可
について

議案 第105号 筑後地域消防通信指令事務協議会規約の変更について

議案 第106号
大牟田市固定資産評価審査委員会委員の選任について

〔竹本安伸氏〕

議案 第107号
大牟田市固定資産評価審査委員会委員の選任について

〔宮崎詠理子氏〕

議案 第108号
大牟田市固定資産評価審査委員会委員の選任について

〔堺和義氏〕

議案 第109号
大牟田市教育委員会委員の任命について

〔矢野史子氏〕

諮問 第1号
人権擁護委員候補者の推薦について

〔村上義弘氏〕

諮問 第2号
人権擁護委員候補者の推薦について

〔新木勝憲氏〕

10 おおむた市議会だより　第 236号


